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6月 5日 (水 )～ 7日 (金 )|こ 江燿1人小 と豊幌小の 5年 生が江陽中を訪れ、中学 2年 生
と一緒に新体カテス トを行いました。実施の目釣は、「小・中の先生方が児童生徒の実態を

把握 し、お互ヽヽに情報交換 を行って学習指導や生徒才旨導の充実につなげること。進学に対

する不安感を取 り除き中学校生活への円滑な接続 を図ること。」です。

小十一貫教育の体力向上部会が事前 :こ 協議 して計画を立て、種目をシャ トルランと反復

横跳びに絞 る、た力 1■ 合わせて 3グ ループに分ける、グループから 1名 ずつの 3人 1組 と

し、測定や声援の役割を担 う等の工人をしま した。そのため、テス ト種目への意欲や記録

の向上が図られ、時間のロスが少な く余裕 を持って実施することができました。また、中

学生が小学生を優 しくリー ドする姿が素晴 らしかったこと、小学生にとっては普段の体育

の教業よりも鷲欲的な姿勢で臨むことができたこと等が成果として挙げられます。

江陽中の2年生が江別太小と豊幌小の5年生に優しく接していました l自分の記録に挑戦し、頑張る子どもたろ !

攀轟翼幸攀錢義翁沐羹諄鼈摯黛許
7月 1日 (月 )に 第二十の 2年 生といずみ野小の 5年 生が一緒に新体カテス |ヽ を行ヽヽま

した。今年度から実施 した新たな取組ですが、事前に実施方法等を検討 し、種 日は「立ち

幅跳び」「反復横跳び」「長座体前届」の 3種 目に絞 りました。中学校の体育の先生が記録

を伸ばすポイン トを指導 した後、小学生 と中学生が一緒のグループになって各種 目II取 り

組みま した。今回の取組で二人 した点は、「各グループで中学生が実施方法等の説明や補

助、ア ドバイス、應援 を行ったこと」「中学生が補助する際に、ダブ レット端末を活用 し

て小学生の跳躍 を撮影 して角度等を確認できるようにしたこと」等です。小学生は自校で

事前に測定 してきた記録 を大幅に上回ることができ、逹咸感を十分に感 じてヽ`ま した。 ま

た、中学生 も小学生の記録が伸びたことを自分のことのように喜ぶ様子が見られ、自己有

用感が高まりました。′|ヽ ・中学校の協働による体力向上 を図るネ組 として大きな成果を挙

|ず ま したc

小学生と中学生が一緒にランニング l 中学生がお手本を示す i 中学生のお手本や励ましで記録アップ !
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美術科の体験 :受業
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でスピーキング (話 す)も 行いました。途中でライ
の場面があ り、子 どもたちは、楽 しそう十二活動 して

上江冽小の子 どもたちは、体験横業後 |こ は給食 も

の給食時間も体験 しま した。

今磨の取組十二 十 どもたちにとって、中学校上溝への不姜 を緩わ し、
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英語科の体験 I受業

理科の体験i受業
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大麻えや学校区が児壼泰 と生徒会合 1司 の長拶運動 を行いまし

た(:昨 年度から取 り組んでいるもので、学校関の踵離が離れて

ヽ`ることから、 11モ ー |ヽ で学校間をっないで、児童会や生徒会

の役員が画面越 し1■ 登校 Lて くる子どもたちli掟 拶をする取絃

です。離れていても′tを つなげて一緒に活動 し、中学校区内に

換ジの輪 を広げていきます。小中の邊携・協働を護める「相乗

的・補宅的な指導」の取組の 1つ です。

六麻蒙小での挨拶運動の様子
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